
 

 

 

 

 

   

 

学習習慣、学習規律を身につけるとは…… 

校長 小川 亮男 

新緑も色を増し、校長室から見える風不死岳の雪も消え、子どもたちが毎日えさをあげてくれているお
かげで、多くの野鳥が学校でも見られるようになりました。新しく時代が変わり、今では「令和」もかな
り前から使っていたような気さえしています。 
 さて、前回は他国との意識の違いを書きましたが、千歳中校区の小中連携会議が行われたこともあり、
授業の様子から話を進めます。 
 今年度の学校重点教育目標が、『実践力（できる）へとつながる学校教育活動の推進』であり、「できる」
ことへの努力が、教師と子どもたちの間で積み上げられています。「家庭学習ができるようになった」「忘
れ物をしないようになった」「授業中の姿勢がよくなった」「時間の中で給食が食べられるようになった」
「丁寧な言葉遣いができるようになった」「友達に対して優しく接することができるようになった」……。
こうした子どもたち一人一人の成長を数え上げていく一年にしていきたいと思います。 
私が中学校で数学を教えていた時を思い出すと、学校の評価が、相対評価

から絶対評価へと変わる時期でした。 
今は同じ評価の生徒がいたら同じ評定（成績のほうが分かりやすいですか）

になりますが、昔は違いました。評定である５４３２１の人数が決まってい
ましたので、１点、あるいは０.５点の違いを求めて、１番の子から最下位の
子まで順位をつけていました。保護者の皆様の時はどうでしたか。今は絶対
評価に伴う評定ですので、「５」が何人にいてもよく努力の積み上げによる加
点方式がとられるようになりました。（昔はどちらかというと減点方式） 
・毎日出される宿題を提出するたびに加点（出さないといつまでも加点されません） 
・毎時間行うミニテスト（５分テスト）の点数を加点  
・発表内容や取り組みの内容の加点（挙手の回数ではありません） 
・ノート提出の加点とその内容の加点  
・定期テストの点数を加点  

などでした。こうして積み上げた点数を総計して成績をつけていました（定期テスト６割、その他４割く
らいの比率でした）。日常点である毎日の宿題やミニテストの積み重ねがとても大きく、学校や教科によ
りやり方に違いはありますが、大枠は今も同じはずです。つまりテストの点数だけではなく日常の積み上
げとなり、そこで、「小学校のうちに学習の習慣化を」と、その頃の私たちは小学校の先生方に強くお願
いしていたことを覚えています。 
・家庭学習の習慣（机に向かって集中して取り組むことができる習慣） 
・必要な物などの準備を自分でできる習慣  
・宿題を毎日やる習慣 などなど……  

その頃の小学校の先生方も苦労していたはずなのに、私自身、若いころは、校区内の小中指導交流の時な
どで「いや～今年の１年生は、忘れ物が多くて……」などと、失礼なことに小学校の先生に向かってぼや
いていたことを覚えています。その後、中学校のことは中学校でという風潮になり、生徒たちへの学習習
慣の定着指導を行うようになりました。これが今で言う中１ギャップの始まりだったのかもしれません。
というのも、やはり、学習習慣というものは小学校時代に身につけておかないと中学になってからではな
かなか身につかないものだからです。６年かけて身につけてしまった習慣を１～２ヶ月で何とかしよう
とするとそこに大きな壁が立ちふさがります。この壁を乗り越えるのがなかなか難しい。日々の授業も小
学校と比べかなり早く進み、部活動もある中、家庭学習を頑張ろうとし始めたとしても追いつかなくなっ
てしまいます。そこで、かなり前から小中連携や９年間を見通した教育が叫ばれるようになりました。話
が長くなりました（私見）。ようやくここで、始めに書いた千歳中校区小中連携会議となります。この後
は、６月７日（金）に行われるＰＴＣＡ全体会②の時に。 
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  ようやく学校の周りの雪解けも進み、春めいた季節となりました。もの

みな生き生きと躍動する４月を迎えました。 

  今年度は、新 1 年生がいなく、たいへんさびしい感じがしますが、いよ

いよ平成２７年度の教育活動が始まります。 

  まず、それぞれ、１学年ずつ進級した子どもたちの保護者の皆様、おめ

でとうございます。すべての子どもたちは、この新学期を、胸を躍らせ、期待感

と希望をもって迎えたことと思います。私たち教職員一同は、それぞれの子ども

たちの思いに寄り添い、期待に応えられるように、全力を傾ける所存でおります。 

  言うまでもなく、学校は子どもたちの「学びの場」です。子どもたちは、

日々の学習や生活、遊びや活動、教師や友達とのかかわりを通して、多くのこと

を学んでいきます。 

  そして、 

  

○自ら考え 創造する子ども          ○明るく 協力する子ども 

    ○根気強く 実行する子ども       ○心身をきたえる子ども 

 

という本校の教育目標に示された力を身につけていきます。 

  しかし、そのためには、何よりも、学校が楽しいところ、生きる手応え

を感じるところでなければなりません。その意味で、一人一人の子どもたちにと

って、学ぶ喜びと教師や友達とのかかわりの楽しさを感じ取ることができる学校

でありたいという願いをもって、本年度も引き続き努力していきたいと考えてい

ます。また、学校は、子どもたちが主人公です。「ど真ん中に子どもがいる学校」

であれるよう取り組んでまいります。 

   

教育は、信頼関係で成り立ちます。教師と子どもたち、子どもたち同士、

学校と保護者、学校と地域は、それぞれ信頼関係で結ばれていなければ、教育の

効果は期待できません。どうか、新年度も今までと変わらぬご支援、ご協力をよ

ろしくお願いいたします。 

行動する子ども』の育成 
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